
2015 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、RCIC 運営委員会、広報戦略委員会、学生委員会
プロジェクト：車輪の再発明プロジェクト、HD2 プロジェクト、メディア・地域・鉄道プロ
ジェクト

担当授業：モチーフワーク、デザイン特論 A（情報×デザイン）、プロジェクト技術演習

活動の概要
授業やプロジェクト以外に印刷物の実践的な制作機会として展覧会カタログやポスターな
ど学生の制作指導を行った。学外では身近な暮らしを見つめ住居のあり方を記録したり、
西濃地域で開催される交流会の広報や運営の一部を担当した。

学内外で携わった共同活動

HD2 プロジェクト展示 「再生される肌理 Ⅲ　PLAYING BACK SURFACE Ⅲ 」
展示作品：『時間を写し取るための装置』瀬川 晃＋高尾 俊介 

会期：2015 04.21（火）— 04.26（日） 
会場：愛知芸術文化センター：アートスペース X（名古屋市東区東桜一丁目 13 番 2 号） 

　

車輪の再発明プロジェクト展示 
展示作品：『写植文字盤による多光源植字』2014　クワクボリョウタ・瀬川晃 

会期：2015 年 5 月 23 日｜土｜— 2016 年 3 月 6 日｜日｜ 
会場：ICC OpenSpace2015｜研究開発コーナー 

　



OPENHOUSE2015　サイン・デザイン監修
ベースとなるデザインを担当し、DM、ウェブのレイアウト、パンフとサイン計画は有志学
生により提案・検討を行うなど制作ディレクションを担当。

期間：2015 年 5 月〜 7 月
デザイン：ジョジェヨン　嶋田元菜妃　サイン：杉山雄哉、山本美里 

Main Color: Dark Green
C: 95, M: 50, Y: 80, K: 10

Sub Color: Light Green
C: 50, Y:100

FONT
A-OTF 秀英角ゴシック銀 Std
A-OTF 秀英角ゴシック金 Std
游ゴシック体 Medium/Bold
ostrich-sans.sans-bold

線幅 1mm
間隔 1.65mm

　

IAMAS Showcase 運営
会場：センタービル一階ディスプレイディレクション 

2015 年
7 月：オープンハウス 2015 告知バナー＋ HD2 展示（清水温度作品） 
8 月：HD2 展示（Scott Allen 作品＋丹羽作品） 
9 月：HD2 展示（清水温度作品＋丹羽作品） 
2016 年
1 月：IAMAS2016 告知バナー 
2 月：IAMAS2016 告知バナー 
3 月：TYPOGAKI2015（TAB + ジェームズ・ギブソン）

　

　



IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2015　デザイン監修
例年のフォーマットを基調に RCIC スタッフと連携して OB デザイナー（伊藤友哉）へ指
示し、制作におけるアドバイスや校正などデザイン監修。

制作：2015 年 4 〜 5 月

修士研究
Master’s research

　

浅羽 昌二 「森のむこう」と視覚 映像におけるフレームと視覚の考察

インスタレーションのアーカイブ等。
「森のむこう」は六甲山上の樹木の中に設置さ
れた屋外作品である。鏡で覆われた巨大な壁の
ような構造体は複数の窓枠を持ち、向こう側と
鏡に映るこちら側が合わさった不思議な視覚体
験を観客に与える。それは「映像を視る行為」
の別の形である。本展ではアーカイブや模型な
どを通して作品を紹介する。

1959年東京都生まれ。
動画や画面のコンテンツをデザイン
していくなかで「画面が置かれた空
間」や「画面を見る人がいる空間」と
の関係を考察し主に立体作品を手が
ける。

「映像を見る」とき、我々のほとんどが思い浮か
べるのは、映画館やテレビの前で画面を見てい
る姿だろう。映像は平面的な一つのフレーム内
に収まり、観察者はその前から離れずにそれを
見る。100年前に始まった劇場型映画の受容ス
タイルは今でも続く限定されたものだ。現在、
映像を視るという行為は、この限定から離れ、
自由な形になろうとしている。 
　作品「森のむこう」は、捉われた映像スタイル
からの逸脱の試みである。あえてテクノロジーの
使用によらず、現実空間でのリアルな世界体験
のなかで、リアルな世界を「見る」こと(具体的
に現れる視界)、そこで「視られる」認識(感覚さ
れる視界)の問題を改めて考察した。樹木の濃い
六甲山に立つ鏡面で覆われた壁体は、複数の開
口部を持ち、観察者の前方の視界に対して、後
方の視界そしてもうひとつの前方の視界を映す。
観客は歩行者であり、移動する視線が建築的ス
ケールの壁体と様々に向き合う。離れた所、近
づいた所、壁の双方から。また壁には向こう側、
鏡面に映るこちら側があり、開口部によって自
らの身体は欠落し、反対側に置き換わる。現実
のなかに空間感覚の喪失が挿入されており、そ
こには固定的なフレームは存在しない。
　本研究では、映像とその発明以前の歴史を紐
解き、現在までの道筋を明らかにすることに

よって、現在急激に起きている映像環境の変化
について考察し得ると考えた。ルネサンス期に
端を発する遠近法の発見が、単に描画の技術に
とどまらず世界の再解釈し認識を変えたことは
論を待たない。それは視覚経験を記号的な認識
から写実へと導いた。しかし観察者の位置の固
定と消失点へと向かう透視図法は、「視点の固
定」を長きにわたり決定づけた。19 世紀、写
真の発明と共に、絵画は写実を写真に譲り、別
の道を歩み始めた。長く続いた遠近法への懐疑
は、印象派から始まり、やがてキュビズムや抽
象をはじめとした近代美術は視覚の再解釈へと
歩み始めることになる。しかし皮肉にも 20 世
紀の始まりと共に興った劇場映画の発明は、再
び見る者を椅子に座らせ、視点を画面に固定し
たと考えられる。 
　現代はデジタルに全てが再編され、映像体験
の環境も急激に変わっている。映像の視聴環境
はテクノロジーで延長された無数のフレームに
よって取り巻かれており、視界は世界を隈無く
巡ることができるようになっている。我々は今
より高い次元の意識に呼応する新しいフレーム
を獲得しうることを論考する。

Installation archive, etc.
“The Other Side of Forest” is an outdoors work that was 
placed in the forest on Mt. Rokko. It is a large, wall-like 
structure that is covered with mirrors, with several 
window frames, and gives viewers a strange visual 
experience as the opposite side of the work is joined 
together with the viewer’s side which is reflected in the 
mirrors. This is another form of “the action of viewing an 
image”. At this exhibition, there will be an explanation of 
the work via the archive and a model.

Shoji ASABA “The Other Side of Forest” and vision

制作協力：六甲ミーツアート事務局、 株式会社方城組、 有限会社キートン、 武田ステファニー
資材協力：三菱樹脂株式会社アルポリック事業部
撮影協力：田村雄介
アーカイブ撮影：BlackMagicCinemaCamera、 Canon 5DMarkIII、 5DMarkII、 EOS70D、 GoPro HERO3+
森のむこう - アルポリックRF（アルミニウム樹脂複合素鏡面板）、 木材、 シリコン充填材、 ナフタデコール（木材保護塗料）、 水性塗料、 
砕石
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IAMAS News Lertter お知らせ　デザイン指導　7 月・10 月・1 月発行
編集およびレイアウトデザインを学生にデザイン指導。

［編集］johnsmith（研究生） ［デザイン］丹羽彩乃（1 年） 
［監修］瀬川晃・星卓哉（産業文化研究センター）北村茂範（事務局） 

7 月発行　vol.79　特集：オープンハウス 2015 
10 月発行　vol.80　特集：サラマンカホール電子音響音楽祭 
1 月発行　vol.81　特集：IAMAS2016 

1年生モチーフワーク］授業レポート
モチーフワークは入学後すぐに行われる新入生にとっての通過儀礼のような
授業です。この大学を新入生に理解してもらい、また在学生、教員にとっ
ても新入生のことを知るきっかけとなります。本年度は新入生が5つのグルー
プに分かれ、それぞれ協力しながら作品制作を行いました。課題は「自分（た
ち）のキャンパスライフを充実するためのデザイン」。この課題は新入生が大
学院生として自立して研究を進めるための最初のきっかけをあたえることを
意図して設定されています。そして、イアマスという年齢も専門も異なる人々
が集まる大学で、どの様に意思疎通を行い、制作していくのか、その実践
から研究に対する姿勢を学ぶことが、この授業の目的です。
授業の流れは 1日かけての個々人での「リサーチ」、そして 2日間話し合い
2日間制作を行う計 4日間の「グループワーク」、その成果を発表する「最
終発表」となっています。リサーチ初日では、「自分たち」ではなく「自分」にとっ
てのキャンパスライフの充実に主眼を置き、自分自身と向き合うことを要求
されます。翌日のグループワークでは 1日考えた「自分」のことを「自分たち」
へ拡張するために、グループの中でぶつかり合いながらもアイデアを形にし
ていきます。この過程で様々な観点の考え方と自分の考えが密接に結びつ
いていきます。十分に議論を終えた後、残り 2日の時点で初めて、実際に
制作するためのツールが与えられます。本年は、ダンボールとMESHと呼
ばれるiPad連動型のハードウェア。ここで新入生たちはあらためて素材とア
イデアという 2つのものを、どうやってひとつの形にするのかということを試
行錯誤します。2日間の実制作を経て、作品の発表と講評がありました。
各グループの作品はオープンハウスにて展示されます。

［イベント開催情報］

特集
OPEN HOUSE 2015
2015年７月25日（土）～26日（日）
>開催直前レポート！
IAMAS Activity
>「虹機械 公案–001」公開収録　
　-大井浩明氏を迎えて-
>マテリアライジングⅢ 

>企画展「動きのカガク展」
>地獄絵スタンプラリー
>これからの創造のためのプラットフォーム

授業レポート
> 1年生モチーフワーク

イベント開催情報
>サラマンカホール電子音響音楽祭
> IAMAS ARTIST FILE ＃3  BEACON 2015

>アートまるケット 日比野克彦ディレクション「花は色の棲家」
>奥美濃ソウルトレイン情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　〒503-0006 岐阜県大垣市加賀野4丁目1-7　TEL : 0584-75-6600　FAX : 0584-75-6637　URL: http://www.iamas.ac.jp/

［編集］johnsmith（研究生）　　［デザイン］大山千尋（２年）・丹羽彩乃（1年）　　［監修］瀬川晃・星卓哉（産業文化研究センター）北村茂範（事務局）

vol.79

IAMAS 
NEWSLETTER
イアマスからのお知らせ 2015.7
IAMAS［イアマス］とは、情報科学芸術大学院大学の英語表記の頭文字を取った略称です。

［

三輪眞弘教授がフェスティバルディレク
ターを勤める「サラマンカホール電子音響
音楽祭」が開催されます。前田真二郎教
授、松井茂准教授、城一裕講師、在校
生の大久保雅基さん、卒業生の安野太
郎さん、福島諭さん、さかいれいしうさん
が出演・参加します。

会期：9月11日（金） ～ 9月13日（日）
会場：サラマンカホール、ふれあい福寿会館、
　　　岐阜県図書館、岐阜県美術館
URL：http://www.iamas.ac.jp/eams2015/

安藤泰彦教授の所属する「BEACON 
PROJECT TEAM」による展覧会です。
回転する2台のプロジェクターによって映
し出される風景は、巨大な車窓の様に美
術館の壁面を移動し、鑑賞者の見失っ
ている「現在（いま）の記臆」を呼び起こ
します。

会期：9月10日（木）～10月12日（月）
会場：岐阜県美術館
URL：http://www.kenbi.pref.gifu.lg.jp/page5003.php

IAMAS ARTIST FILE ＃3
BEACON 2015

サラマンカホール電子音響音楽祭

日時：8月1日（土）
　　　17:07「関駅」発>北濃>21:08「関駅」着
会場：長良川鉄道「関駅」より乗車　
定員：30名　
予約＆問合せ：長良川鉄道（0575-23-3921）

日比野克彦さんディレクションの下、岐
阜県立の森林文化アカデミー、国際園
芸アカデミー、国際たくみアカデミー、
そしてイアマスの4校のコラボで岐阜県
美術館の庭園をアートに変えます。

長良川鉄道がこの日クラブになります。
郡上踊りや白鳥踊りをモチーフにした
DJ/VJ。浴衣と動きに合わせて光る下駄
で、クラブミュージックを楽しみながら踊
りましょう‼

奥美濃ソウルトレイン
～HIKARI下駄と郡上・白鳥おどりREMIX !

アートまるケット　
日比野克彦ディレクション
「花は色の棲家」

会期：9月5日（土）～12月13日（日）
会場：岐阜県美術館
URL：http://www.kenbi.pref.gifu.lg.jp/page5003.php

写真は制作過程の模型です。

　

////////////////////////////
車輪の再発明プロジェクト

イアマスからのお知らせ　
2015.10 IAMAS［イアマス］とは、

情報科学芸術大学院大
学の英語表記の頭文字

を取った略称です。

イベント開催情報

授業レポート
- 車輪の再発明プロジェクト　
　ICCオープンスペース 2015展示中！

PICK UP!
- ストリーミング・ラジオ「ヒアマス」

IAMAS Activity
岐阜県特集！地域での活動をPickUp！
- IAMAS ARTIST FILE # 3 BEACON 2015 LOOK UP! みあげてごらん
-アートまるケット 日比野克彦ディレクション「花は色の棲家」
-根尾コ・クリエイション

耳で聴く、今のIAMAS

 ストリーミング・ラジオ「ヒアマス」

イベント開催情報

アート、デザイン、思想、暮らし、地域など様々
な領域の実践者をお招きし、これからの時代の「創
造」のあり方を探っていくイアマスのプロジェクト
です。今回はNPO法人地域再生機構副理事長
の平野彰秀さんをお招きして開講いたします。

統一した制約条件のもとでスツールを制作し、プ
ロダクトとしての完成度を競うことを通じてデジタ
ルファブリケーションの可能性を探求するコンテス
トをヒダクマ秋祭り2015内で開催します。優秀作
品は会場の来場者の投票で決まります！

小林昌廣教授が「笑い」を分析する公開講座。
4年目に突入した今年は「噺家」に着目し、「三遊
亭小遊三」「立川志の輔」など、講座ごとに一人
一人に焦点を当て、映像や音声を交えながら「落
語の面白さ」について講義します。

2年に一度開催される岐阜おおがきビエンナーレ。
今回は「Cracks Of Daily Life～日々の裂け目」
をテーマに、アーティスト作品展示やシンポジウム
等を開催します。

本学の産業文化研究センター［RCIC］による、非公式ストリーミング・ラジオ「ヒアマス」
「耳で聴く、今のIAMAS」として、城一裕講師と松井茂准教授が聞き手となり、教員・在校生・卒業生の活動
を紹介するポッドキャスト番組です。Aサイドは月1回の配信スケジュールで、学内外の展示やイベント情報を紹介。
収録音源以外にも、書き起こしの対談記事を公開していく予定です。Bサイドでは不定期で様々な特集を行います。
これまでの放送はアーカイブとして、下記のURLからアクセスして聞くことができます。
URL：http://www.iamas.ac.jp/15140

情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　〒 503-0006 岐阜県大垣市加賀野 4丁目 1-7　TEL : 0584-75-6600　FAX : 0584-75-6637　URL:http://www.iamas.ac.jp/
［編集］johnsmith（研究生）　　［デザイン］丹羽彩乃（1年）　　［監修］瀬川晃・星卓哉（産業文化研究センター）北村茂範（事務局）

日時：11月7日（土）14:00-16:00 
場所：ワークショップ24 5F R.Cafe
URL：http://sozonoplatform.blogspot.jp/

会期：10月17日（土）・18日（日）
会場：FabCafe Hida（岐阜県飛騨市古川町弐之街 6番 17号）
主催：イアマス イノベーション工房［f.Labo］
URL：http://www.iamas.ac.jp/15226

会期：12月19日（土）～12月23日（水）
会場：ソフトピアジャパン・センタービル、ソピアホールほか
入場：無料

会期：2015 年4月～ 2016 年3 月の不定期金曜
会場：岐阜大学サテライトキャンパス
お申込み・詳細：
http://www.gifu-uc.jp/kouza/2015/kouza01.html

これからの創造のためのプラットフォーム
「石徹白（いとしろ）の小水力発電ー潜在的な自治のちから」

第4回展開図武道会～この椅子いいっすね！

岐阜おおがきビエンナーレ 2015

公開講座：落語を笑遊する～噺家列伝～ 
ネットワーク大学コンソーシアム岐阜

「車輪の再発明」とは本来「既に確立されている技術や解決法を知らずに、同様の
ものを再び一から作ってしまう」という意味合いの言葉ですが、本プロジェクトでは、
この言葉を異なる形で捉え、「車輪のような古典的な技術を再度発明するプロセス
そのものに意義を見出す」ものとして研究を進めています。現代の知見、機知でもっ
て、既に存在する技術を「再発明」することによって、その技術のありえたかもしれ
ない「今」を創造することを目的としています。本プロジェクトでは、これまでレコード
や網点印刷に着目して「再発明」を試みてきました。今回ICCでのオープンスペース
2015では、教員と学生によるプロジェクトの研究成果を展示しています。

ICCオープンスペース2015展示中!

授業レポート

PICK UP!

IAMAS NEWSLETTER 
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特集
Electroacoustic Music Festival
サラマンカホール電子音響音楽祭｜開催レポート！

会期：2015年5月23日（土）～2016年3月6日（日）
会場：NTTインターコミュニケーション・センター［ICC］
URL： http://www.iamas.ac.jp/14094

参考作品
「LIFEline」2013 岡本光博

リンツ美術工芸大学–イアマス  交換留学レポート

イベント開催情報

-第8回恵比寿映像祭
- IAMAS Showcase

-地点「スポーツ劇」
- IAMAS図書館プロジェクト「図書館

長が選ぶ今週の一冊」

IAMAS Activity

-岐阜おおがきビエンナーレ2015

-第19回文化庁メディア芸術祭 受賞

リンツ美術工芸大学 –イアマス 交換留学レポート

イベント開催情報

昨年末開催された「岐阜おおがきビエンナーレ
2015」よりセレクションしたジェームズ・ギブソン
＋TABによる大垣の街の側面を表現した作品
『Typogaki』の再展示および展覧会の記録映像
を上映します。

第 8回恵比寿映像祭にて、クワクボリョウタ准
教授が作品展示、松井茂准教授がシンポジウム
に登壇、城一裕講師が卒業生の古舘健さんと共
にライブイベントに出演します。また卒業生の澤
崎賢一さんの作品『動いている庭』が世界初上映
されます。

三輪眞弘教授が音楽監督を務める、エルフリー
デ・イェリネク作の戯曲『スポーツ劇』が、劇団
「地点」によって京都国際舞台芸術祭と神奈川
芸術劇場の2箇所で上演されます。また本公演
には在校生の高見安紗美さんが舞台技術に協力
しています。

IAMAS図書館プロジェクトの一環として、本校
附属図書館の館長である小林昌廣教授が、毎回
一冊の本について語る「図書館長が選ぶ今週の
一冊」が毎週木曜日におこなわれます。どなたで
もご参加できますので、ぜひご来館ください。

情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　〒 503-0006 岐阜県大垣市加賀野 4丁目 1-7　TEL : 0584-75-6600　FAX : 0584-75-6637　URL:http://www.iamas.ac.jp/
［編集］johnsmith（研究生）　　［デザイン］丹羽彩乃（1年）　　［監修］瀬川晃・星卓哉（産業文化研究センター）北村茂範（事務局）

会期：3月1日（火）～ 3月31日（木）
会場：ソフトピアジャパン・センタービル1F

会期：2月11日（木）～２月20日（土）
会場：ザ・ガーデンホール、ザ・ガーデンルーム、
　　　恵比寿ガーデンシネマ、日仏会館、STUDIO38、
 　　  恵比寿ガーデンプレイスセンター広場 ほか
URL：http://www.yebizo.com/

日時：毎週木曜日 18:30 – 18:45
会場：情報科学芸術大学院大学［IAMAS］附属図書館
URL：http://www.iamas.ac.jp/lib/selections

日時： 京都公演 3月5日（土）20:00-  3月6日（日） 18:00-
　　　横浜公演 3月11日（金）～3月21日（月・祝） 19:00-
          （15日は休演日）
会場：京都公演 ロームシアター京都 サウスホール
           横浜公演 KAAT 神奈川芸術劇場

IAMAS Showcase

第8回恵比寿映像祭

 IAMAS図書館プロジェクト
「図書館長が選ぶ今週の一冊」

地点「スポーツ劇」

2015年9月から11月の3ヶ月間、オーストリアのリンツ美術工芸大学のInterface Cultureという修士課
程に留学していた宮野有史です。リンツからの留学生の話を聞いてヨーロッパのほうがキャリアが多
様なイメージを持ち、社会人から大学院に入った自分の参考になると思い留学を志望しました。
Interface Cultureでは2年で卒業する人が少なく、制作を行いながら作品が増えてきたら論文にし
て卒業するという学生が多いことに驚きました。学費の違いもありますが、修士課程のために作品
を制作しているようにも見える日本とは異なると感じました。
授業はメディアアートの歴史や様々な作品を紹介するものが多く、知識不足を痛感している自分にとっ
て、とても勉強になりました。またArs Electronicaを見学できたことと、その成り立ちや目的、役割
について学べたことも収穫で、あっという間に3ヶ月が過ぎました。

IAMAS 
NEWSLETTER 

 vol.81

特集
IAMAS 2016
第14期生 修了研究発表会・プロジェクト研

究発表会

イアマスからのお知らせ 2016.02

IAMAS［イアマス］とは、
情報科学芸術大学院大学の英語表記の頭文字を取っ

た略称です。

宮野くん留学レポート

私はベオグラード（セルビア共和国）でファインアート
を学んだ後、2012年からリンツ美術工芸大学の
Interface Cultureで学んでいます。そこで私の表
現活動はインタラクティブアートにまで広がりました。
日本での生活は私の修士研究にとってプラスにな
ると考えています。漢字やひらがな、カタカナなど
の日本の文字は私の研究に関係しているからです。
初めに私は学生と一緒に書道をしてみました。書
道には機械的に印字された文字とは異なるデザイ
ンや色味を感じます。

学生の研究スペースには、制作や研究のために玩
具や色とりどりのものが置かれています。それらの
中にも日本の伝統的な文化が垣間見えます。例え
ばけん玉には大きな刺激うけました。
イアマスに来て1ヶ月が経ちました。イアマスの人々
と経験した、おおがきビエンナーレ、イベント、語らい、
食事会などは刺激的で充実したものでした。これら
は一生の思い出になるでしょう。
留学期間の半分が過ぎ、私は今、日本の都市を回
る旅をしています。そして日本酒は私のお気に入り
の飲み物になりました。乾杯！

留学生イシドラ（Isidora Fićović）さんへ
インタビュー！



岐阜おおがきビエンナーレ 2015　アートディレクション 
デザイン：瀬川晃、ジェームズ・ギブソン准教授と写真、ロゴタイプの検討 
パンフレットレイアウト：伊藤晶子（卒業生）との連携。

テーマ：Cracks of Daily Life 日々の裂け目 
会期：2015 年 12 月 19 日（土）～ 23 日（水・祝） 
会場：ソフトピアジャパン・センタービル 
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赤松正行

岡本光博

クワクボリョウタ

ジェームズ・ギブソン＋ TAB

仙頭 武則

田尻 麻里子

田中広幸

塚本美奈

廣 瀬 周士

福本浩子

前田真二 郎

松井茂

松島 俊 介

三 輪眞弘

八嶋 有司

IAMAS メディアサイト研究会

MM L ab .

主催：情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　岐阜県　大垣市

後援：岐阜県教育委員会　大垣市教育委員会

協賛：公益財団法人十六地域振興財団　OKB 大垣共立銀行

協力：だるまジャパン合同会社　サンメッセ株式会社

会期：2015年12 月19日［土］— 23日［水・祝］

会場：ソフトピアジャパン・センタービル

同時開催：「芭蕉元禄イルミネーション」
 　　　　 「ソフトピアジャパン冬のファンタジー」

大垣市文化事業団からデザイン委託の相談
展覧会「ミズマク大垣 2015 Starting Point ―大垣の新進美術家たち―」 
ポスターやリーフレットなどのグラフィックデザインを伊藤晶子（卒業生）さんが担当。 

会場：スイトピアセンター　ギャラリー
2015 年 6 〜１０月 

（公財）岐阜県教育文化財団 企画運営課から作品制作の相談 
障がい者とアーティストのコラボ企画「第１回 ともに、つくる、つたえる、かなえる展」 
ゆめぽっけと在校生のジョジェヨンさんによる映像作品の展示。 

会場：ぎふ清流文化プラザ 1F 文化芸術県民ギャラリー 
2015 年 12 月 

2015 年度ガイドブック表紙　
新年度用ガイドブックの表紙のデザインを担当。身近に潜む数字をモチーフとした。
制作：2016 年 2 月

　



IAMAS 学校案内パンフレット2016 年度　ディレクション・編集 
卒業生で活躍しているフリーランスデザイナー（中西要介さん）と連携し、これまでの学
校案内を踏襲しながらページ数を増やし新しくデザインの刷新。イメージを大きく多く扱い
小冊子を制作。

制作：2015 年 12 月〜 2016 年 3 月
編集：瀬川晃・八嶋有司（産業文化研究センター）｜中西要介
デザイン：中西要介　写真：今井正由己（p.1–4 /6/10–12/ 14–15 /32） 
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情報科学芸術大学院大学［IAMAS］は、岐阜県が 2001年に開学した大学院大学（修士課程、メディア表現研究科一専攻）です。

充実した講師陣による少数定員の大学院大学として海外にも広く知られ、

英文名称 Institute of Advanced Media Arts and SciencesからIAMAS（イアマス）と呼ばれています。

芸術と科学の融合を建学の理念に掲げるIAMASは、最新の科学技術や文化を吸収しながら、

先端的な芸術表現やデザイン、新しいコミュニティやものづくりのあり方などを社会に提案しながら、

それらの研究と実践によって高度な「表現者」の育成を目指しています。

2014年度にIAMASはソフトピアジャパン地区に移転して以来、社会と地域に開かれたフィールド型のキャンパスを中心に、

これまでの研究教育機関にはない開放的な空間の中で活動を拡げ、今までの専門性を活かした

多様な研究と実践のみならず、それらの成果を統合し未来の社会を牽引する組織として生まれ変わりました。

IAMASの研究教育の特色は、プロジェクトを主軸とした社会的実践、多分野の教員による

チームティーチング、専門的かつ綜合的な知識と技術を習得する充実したカリキュラムの3つです。

また芸術、デザイン、思想、理工学、社会学など、多分野からなる学生間の

コラボレーションが互いを刺激し合い、少人数精鋭を前提とした研究環境の中で

それぞれのスキルや知識を広げます。

さらに卒業後のIAMAS生OB・OG のネットワークの強さも本学の魅力です。
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A1  現在はフルタイムで京都を拠点に現
代において可能な芸術の方法を探ってい
ます。IAMASでの濃い2年間の後、山口
情報芸術センターインターラボに7年間
勤務し、現在のメディアアートと呼ばれる
分野を形成していったアーティスト達の
イマジネーションのサポート、また同世代
の科学者、研究者との触覚分野での共
同研究などに従事しました。退職後は
世界各地を渡り歩きながら調査と実践を
重ね現在に至ります。2016年 1月には継
続して行っていた触覚分野の実践を入
門書としてまとめた共著「触楽入門」（朝
日出版社）が刊行。その他、大学や美術
館でレクチャやワークショップを行ったり、
メディアアートを含んだ現代芸術全般に
て特殊なセットアップや作品修復などに
関わっています。

A2  専攻や年齢、その他様々な違いを
持った人の集まるIAMASで実感したこと
は、結局、人はわかりあえないということ
でした。これは全く悲しいことではなく、む

しろ鋭敏な感覚を持って一個人を尊敬し
て接する為の態度だと思います。

A3  2011年の東日本大震災をきっかけ
に始めた空白のプロジェクトの最終目的
は、日本人として近代を総括することで
す。過去や現行の動向を扱うのではな
く、人間自体をも相対化し得る体験を、
未来の仮説として芸術実践し、検証して
いく予定です。2016年は茨城県北芸術
祭 2016, そして国内外で 2箇所ほど、具
体的に展示の準備を進めています。平行
して具体的な調査として、現在取り組んで
いる微生物燃料電池及び生命を用いた
発電方法を研究している科学者や企業
の視察を計画中です。オランダはヴァー
ヘニンゲンに居を構えるplant-e社は既に
社会実践として植物を用いた微生物燃
料電池を製品化していて、非常に先験的
な試みだと思います。また、同期の斉田一
樹、むぎばやしひろことのコラボレーション
であるmoidsの次の展開を予定してます。

音、泡、放射線、虹、微生物、苔など多様なメディア を用いて、世界に対し
て開かれたシステムを芸術として提示。2011年より、テクノロジーと社会の
関係性を考察するために空白をテーマにしたプロジェクトを国内外で展開中。

「空白のプロジェクト#3 コスモス」Photo:Takuya Oshima DIY Arduino ワークショップ＠ピルゼン、チェコ

三原聡一郎   Soichiro Mihara

「大震災をきっかけに始めた空白のプロジェクトの最終目的は、
日本人として近代を総括することです」

「空白のプロジェクト#1 を越える為の余白」
クンストクオーターベタニアン、ベルリン

「空白のプロジェクト#2 　　鈴」
クンストクオーターベタニアン、ベルリン

IAMAS2016 修了研究発表会　デザイン監修 
ヴィジュアルアイデンティティの選定、レイアウト・校正などを全体にデザイン監修を担当。

制作：2015 年 11 月〜２015 年 2 月
情報収集・管理：平井　ビジュアル・レイアウト制作：大山・平井 
web 制作：古郡・瀬長　サイン配置計画・備品管理：蛭澤・瀬長 
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修士作品フロアマップ

おばあちゃんとつくることをつくる | 
Designing things we innovate with grandmas

富塚裕美 | TOMITSUKA Hiromi

高齢者の暮らしにおける小さな創造を地
域社会に活かすためのデザイン。日常の
暮らしの中で小さな楽しみとして今まで
様々なものを作ってきたおばあちゃん達
に注目する。彼女達が家の中から外に出
て私達と一緒につくることの意味とは？

論理憲法 | The Logical Constitution

大野睦昌 | ONO Mutsuaki

日本国憲法をコンピュータで処理できる
形に書き換え、人間の思考を介さずにそ
の原則を知ることを可能にしたシステム。

上肢体不自由者のための電子楽器 | 
Electronic musical instrument
for upside disabled person

日栄一真 | HIEI Kazumasa

演奏者の動きを予め記憶し動きと音を
紐付けし、その動きが再現された時に
特定の音を発音する。 これにより限られ
た身体機能の中でも幅広い音が演奏可
能となる。

Excessive Motion

大澤悟 | OSAWA Satoru

ものの動きをデザインに取り入れる試み。
ものがインタラクティブに動くと、人は
メタファを過剰に感じることがある。動
きをデザインする上では、このメタファ
を慎重に扱う必要があると考える。

のびたら…… | If it grows……

竹内環 | TAKEUCHI Tamaki

植物と人工物で円環する舞台装置。それ
ぞれの植物が重力に反して伸びる力が次
の植物へのトリガーとなっている。植物
の変化に対して、それらをつなぎ合わせ
ることで、そこにリアルなフィクション
が作り出される。

モノのための取扱説明書↔物語 - 2 つの方法 - | 
Manual ↔ Story for Objects - Two methods -

大山千尋 | OYAMA Chihiro

既存の道具に対して新たな用途を組み合
わせた場合、どのような価値や文化が生
まれるのかを問う。その検証として 2つ
の方法を提案・実践した 2部構成の作品。

「政策芸術」「はーもないぞう」「どこかの日常」| 
"Policy Art" "Harmoniz-ou" "Daily Life Elsewhere"

大久保雅基 | OHKUBO Motoki

アルゴリズム作曲法や音響処理技術を援
用した、生演奏によるコンピュータ音楽。
人力アナグラム、パイプオルガンを使用
した人力加算合成、音響処理されたラジ
オの音声を復唱し続けるパフォーマンス。

自己回帰ビジュアライズ | 
Autoregressive Visualization

古郡唯希 | FURUGORI Yuki

単語から成る自己 / 他己紹介と Twitter

での自己開示を可視化し、自他のつなが
りに対する自覚を促すWebツール。自
分の「属性」と、他者との関わりを示
す「関係性」への気付きによって自己認
識を高める。

白雪姫 MS case1 | 
Snow White MS case1

ユキ・ヒライ  | HIRAI Yuki

MS（メディアスイッチ）とは、章ごと
に違うメディアで物語を描く表現方法で
ある。本作では初版グリム童話の「白雪
姫」を元にしている。全9章の構成で各
章は個別の作品でありながら、物語の一
部にもなっている。

即興独劇 | Single Improvisation

伊藤大作 | ITO Daisaku

即興独劇は伊藤大作が行うライブスト
リーミングパフォーマンス映像作品。リ
アルタイム編集を用いた表現によってイ
ンターネット環境での新しい映像表現を
創出する。

TANGRAM

ソルスンジェ | Seol Seung Jae

パラレルサイト | parallel sight

櫻井 亮大 | SAKURAI Ryota

絵画の一部が構造的に前面に突出し、観
賞者の目線の動きに合わせてインタラク
ティブに位置を変えることで、「動いて
いるのに動いて見えない」ような絵画
作品（Kinetic Picture）。

太陽の動きを利用した
AnimatedOpticalillusion の再発見。

ユーザーによる改造を前提とした製品の改造の事例 | 
Cases of hacking for Hackable Products

篠田 篤 | SHINODA Atsushi

ユーザーによる改造を前提として設計さ
れた製品をユーザーとして改造を行い、
そこからカメラの改造キットをデザイン
した。そして実際に改造が誘発されるこ
とを検証した作品。

囁きの計算機 | Whisper computing

東谷俊哉 | HIGASHITANI Toshiya

囁くことで始まる思考実験。マジョリ
ティーが支配する概念から脱却し独自の
コミュニケーションの方法をとる私たちは、
日々の倫理的問題に対し新たな見解を獲
得する。

spring

Scott Allen

単一のレーザー光源から光の様々な振る
舞いやその変容の様子を明らかにするこ
とで、映像として生成された光を認識す
るインスタレーション。映像の枠組みが
揺らぎ、再考することを目的とする。

graythmical

永田美樹 | NAGATA Miki

自己回帰点滅を行う蛍光灯が自立して並
び、明滅を繰り返す。スイッチオンから
点灯まで時間がかかるグロースタータ式
蛍光灯を敢えて用いることで、メディア
技術の価値の創出を試みる。

日本を思索する | Speculate Japan

島影圭佑 | SHIMAKAGE Keisuke

今の日本では私たちの日常を大きく変え
うる出来事が次々と起きている。そこで
本プロジェクトでは実践を通して日本の
未来を思索することを試みる。

実空間に対する色彩操作を用いたインスタレーション | 
Installation using the color operation to the real space

瀬長孝久 | SENAGA Takahisa

日常の中で何気なく見ている（実）物の
色彩を狂わせることによって色彩表現の
新たな可能性を探る作品。

つみがたり | Accumulation narrative

蛭澤法子 | HIRUSAWA Noriko

一人一人の記憶を音声情報として小さな
箱に収め地図の上に積み上げることにより、
どの場所でどのような歴史が積まれてい
るかを表現した。普段は気にも留めな
かった地域の歴史を住民が自ら掘り出し
ていく。

Everyday acts and the people around us ― 
Thinking from A-Z, a-z

北堀あすみ | KITAHORI Asumi

本作品は、日常で起きるかもしれない
人々の振る舞いに基づいたインストラク
ションを行い、その様子を記録した映像
集。無意識下で行為に影響を与えている
自分自身の身体を、日常の中から探る。

算道 | Sando

山本一彰 | YAMAMOTO Takaaki

算道とは新たに開発した計算完備な計算
手法「論理珠算」を用いて、計算の宇宙
を探求する道である。電子計算機によっ
て計算が身体を離れて行われるように
なった現代において、「計算とは何か」
を問う。

修士作品発表

【日時】2月25日（木）－28日（日）10:00‒18:00（25日のみ13:00から）
※売り切れ次第、販売終了します。

南原食堂

情報科学芸術大学院大学を詳しく知りたい方、あるいは受験を希望
されている方のために、進学相談を実施します。
入試やカリキュラムについて、また進路先などのご相談に応じます。
 【日時】会期中随時受付

進学相談

修士作品展示 プロジェクト展示 その他

O-38

産業文化研究センター (RCIC)は2010年度に開設されたIAMASの附
置機関です。「産業文化」という新たなジャンルをわかりやすく提
示し、クリエイティブ・コミュニティの構築を目指しています。
今年度にRCICが主体となって取り組んだ、様々な産学官連携活動の
成果を展示します。

IAMAS 連携活動紹介ブース O-39

O-37

以下の日程でパフォーマンス形式の作品を上演します。

山本 一彰 | YAMAMOTO Takaaki 

　「算道」
【場所・日時】2F 応接室　会期中 16:00 – 16:30

1.大久保 雅基 | OHKUBO Motoki　
　「どこかの日常」
2.伊藤 大作 | ITO Daisaku　
　「即興独劇」
3.ユキ・ヒライ | HIRAI Yuki

　Snow White MS case1 #9 「Jhoe」
【場所・日時】1F セミナーホール　会期中 17:00 – 18:00

日常の行為とその周りの人  々― A-Z、a-zから考える | 

エレベーター

2F
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1F
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こ み ゅ れ す
美濃味匠

ビジュアルスタジオ

学位記授与式・入学式 
レイアウト・施工検討　バナースタンド：910 x 2000mm 

2016 年 2 月 

学生証フォーマット 
カードプリンター用フォーマットレイアウト検討 

2016 年 2 月 

IAMAS 移転後サイン見直し 
指定管理者・施工業者と打ち合わせ（表記校正、図書館ロゴ周り） 
プロジェクト室サインボードレイアウト・設置 
イノベーション工房スタッフとのレイアウト検討・カッティングシート施工 

2015 年 4 〜 7 月・2016 年 2 月 



社会活動

図書館レクチャー「図書館印刷物のグラフィックデザイン最適化 」
県内の司書に向け、図書館広報物を例にしてデザイン支援のためのレクチャーを担当。

期日：2015 年 6 月 28 日（日）14:30 ～ 16:00 
会場：岐阜県図書館 

看護教育教材開発のためのアプリ開発支援
公益財団法人ソフトピアジャパン産学官連携による共同開発支援事業として多視点映像
教材のための撮影立会い。映像操作のインタラクションの検討など、今後プロジェクトと
して開発の手がかりなどを探る。

組織名：サンメッセ株式会社｜中部学院大学｜大垣女子短期大学｜岐阜女子大学｜教育産
業株式会社 

担当教員：瀬川晃准教授｜山田晃嗣准教授 

大垣市文化振興事業「第 65 回大垣市美術展」デザイン・イラスト部門審査
一般から応募されたイラストやポスターの審査を行う。他の審査員と協議し市展賞を選考。

審査：2015 年 10 月

大垣市教育委員会　俳句ポスター原画審査
高校から大学生を中心としたポスターのための原画審査を行う。これまでの俳句公募の
対象年齢を広げるため、学生が自由に描く芭蕉の雰囲気を大事に選考。

審査：2016 年 1 月

学外での個人活動

Small House プロジェクト 
3 坪ハウスの計画から施工までを記録撮影し、最小限の資産　学校・コミュニティ、デジ
タルファブとの連携を模索。

期間：2015 年 4 〜 10 月
会場：黒川氏（垂井在住の木工作家）の工房敷地 
メンバー：冨塚・瀬長（2 年）、石川・渡邊（卒業生） 

　



×印企画 vol.1「天使とおばけ」展　二村元子×風の芸術村の仲間たち 
第 24 回草の根交流文化サロン in SEINO 撮影・フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期 2015 年 11 月 14 日（土）～ 11 月 29 日（日） 
会場　岐阜県揖斐郡池田町宮地 930　土川商店「場所　かさじゅう」 

　

2016 池田山麓物語　願成寺古墳群美術展　室内展示「ある形」 
第 27 回草の根交流文化サロン in SEINO 撮影・フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期　2016 年 4 月 29 日（土）～ 5 月 15 日（日） 
会場　岐阜県揖斐郡池田町宮地 930　土川商店「場所　かさじゅう」 

　


